
������ ����� ���

������ �� ���
�� � � ����������������

��������������������

��������������������������������������

���������������������������������������

����������������������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

��������������������������

��� ������������� ��� ���������������

���������������������
����������������

�����

�������������������������������������
��������������

����
����

�
�
�
�
�
�



研究シーズ集 2017-2018 157

経
営
情
報
学
部

157

　風向や動植物の移動方向のような角度データや，日毎のレストラン来客者数や月毎の観光
スポット訪問者数のような時間データのように，周期性のあるデータは円周上データとよば
れる。このようなデータを分析し，意味のある結論を導くためには，周期性のあるモデルを用
いた統計分析が必要となってくる。この際、データの発生背景を説明でき，かつ発生傾向を上
手く表現できるモデルを利用することで，矛盾のない正確な情報をデータから抜き出すこと
ができる。また，そのようなモデルを拡張し，複数の円周上データを組み合わせた超球面上
データや，円周上データと周期性のないデータを組み合わせたシリンダー上データを扱うた
めの確率モデルを用いることで多くの情報を利用した分析も可能となる。本研究では，そうし
た確率モデルの導出や、導出モデルを利用したデータ分析法や予測法に関わる研究を行って
いる。

ICTイノベーション研究センターのメンバーの一員です。

経営情報学科　井本 智明

統計科学，方向統計学

TEL.054-264-5449

周期性のある事象に対するデータ解析のための確率
モデルの構成とその応用

●連　絡　先
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　岩崎研究室の研究テーマは、マーケティングです。とくに、地域に関するマーケティング課
題の解決に力を入れています。これまでも、岩崎研究室では、行政、業界団体、企業等と積極的
な連携を行い、地域に対して研究成果を積極的に還元してきました。具体的な研究分野は、地
域のマーケティング、中小企業マーケティング、農産物のマーケティングなどです。
　最近の受託研究の例は、以下の通りです。

・緑茶及び緑茶飲料の普及のため、緑茶及び緑茶飲料全般に関する調査
・高糖度トマトの販路拡大に関するマーケティング研究
・静岡イチゴのブランド構築のためのマーケティング研究
・顧客満足度調査とブランディングの研究　他
研究室の活動概要は、ウェブサイトもご覧ください。http://ai.u-shizuoka-ken.ac.jp/~iwasaki/

マーケティング

経営情報学科　岩崎 邦彦
TEL.054-264-5425　FAX.054-264-5425

マーケティング，ブランドづくり，マーケティング・リサーチ

●連　絡　先

岩崎研究室では、マーケティング研究を通じて、地域の抱える諸問題の解
決を行い、地域社会に貢献していきたいと考えています。
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　サブプライム・ローンの問題が会計に投げかけたものは何であろうか。人によって思い浮
かべることは様々かもしれない。サブプライム・ローンに対する公正価値測定が曖昧であっ
たことが、会計学者のみならず多くの学識者、メディア、新聞などの報道関係者、政治家による
批判の対象になった。さらに、サブプライム・ローンの問題に端を発して、『時価評価』が実体
経済に悪影響をもたらすということも現実に懸念されるようになった。いわゆる、プロシクリ
カリティ（pro-cyclicality：景気循環増幅効果）の問題である。プロシクリカリティが顕在化す
ると、時価の評価が金融機関の信用力低下をもたらし、さらには、信用市場の収縮による実体
経済に影響を及ぼすという悪循環をもたらす。
　時価（公正価値）の是非は別として、サブプライム・ローンの問題で気づかされたのは、会計
が実態社会において果たしている役割が、我々の気づかない間に拡大していたという事実で
はないだろうか。　
　金融業に対する最終的な監督責任は、金融規制を担う監督当局にある。しかし、この20年の
間、日本を含む欧米先進国においては、規制緩和に伴う金融の自由化が進み、監督の役割を『市
場規律』に委ねられる方式に変化していった。いわゆる事前規制から事後規制へのシフトであ
る。市場規律を働かせるために、重要な役割を果たしていたのが会計である。一般に公正妥当
な会計基準で作成された財務諸表が、監督目的においても実質的に利用されるようになった。
　金融規制と会計基準の境界線が徐々に曖昧になりつつある。金融規制と会計基準とはその
役割は異なっている。金融規制は金融機関の健全性を保つためのものであり、会計基準は意思
決定に有用な情報を利害関係者に提供するためにある。しかしながら、目的の相違はあるもの
の、『市場規律を活用する』ために、金融規制と会計基準との協調が求められ、時には政治的な
介入も許容せざるを得ない事態が生じている。本研究は、金融規制と会計基準との関係に着目
し、その諸問題を明らかにすべく取り組んでいる。

企業会計基準が金融規制に与える影響に関する研究

経営情報学科　上野 雄史

公正価値，プロシクリカリティ，金融規制，会計基準

●連　絡　先 TEL.054-264-5241　FAX.054-264-5008
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　最近、「働き方改革」とか「女性活躍推進」という言葉が新聞紙上を賑わせています。法改正がな
され、うちの会社も新しい制度を導入したから大丈夫、そこで止まってしまう企業の人事部が多
いのが現実です。新たな制度を導入して、果たして、女性従業員が働きやすくなって勤続年数が長
くなり、生産性向上といった効果は表れているのだろうか、効果が表れていなければ何が原因な
のか、そこまで明らかにしている企業は少ないのではないでしょうか。秘匿性が高いことを理由
に、日本企業の人事ならびに業績、成果指標に関するデータが公にされることが少ない中、データ
を入手して、統計ならびに計量分析の手法を用いて、日本の内部労働市場の実態を解明するとと
もにPDCAサイクルのC（Check：評価）の部分を明らかにしています。今後は、A（Act：改善のため
の行動）のための提案にも注力したいと考えています。

人事データを用いた人事制度の効果と内部労働市場
の機能の解明

経営情報学科　上原 克仁
TEL.054-264-5426

人事データ，人的資源管理，生産性，内部労働市場，労働経済

●連　絡　先

働き方改革を進め、生産性を向上させるには、蓄積された人事データを活
用してPDCAサイクルを回すことも必要です。
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　本研究の目的は、観光スポット巡り、街の食べ歩きなどする回遊者に対し、便利かつ適切な
ルートを提示可能な情報推薦技術を確立し、回遊者の満足度を向上させ、リピータを増やすこ
とで、地域経済や産業の活性化を実現することである。本情報推薦技術では、ソーシャルメ
ディア（SNS）データ、道路網データ、静岡県オープンデータを利用し、代表的なマーケットバ
スケット分析データマイニング技術を土台に、多くのユーザが同時に興味を持つスポットや
店舗の組合せをSNS解析により抽出し、観光学の知見なども考慮して順位付けし、その結果を
スマートフォンの地図上に回遊ルートとして表示する。

本研究はICTイノベーション研究センター活動としても取り組んでいま
す。

経営情報学科　大久保 誠也

地域回遊促進，ソーシャルメディア，道路網データ，最適ルート

TEL.054-264-5401　FAX.054-264-5401

地域回遊促進に向けた情報推薦システム構築技術の
研究開発

●連　絡　先
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　今日、世界的な人口の急増を背景として食料安全保障が問題化していることに加え、とりわ
け先進国では外国産（主に発展途上国産）食品の安全性が問題となっている。また、昨今の食料
価格の高騰と不安定化は、安全な食料・食品を、いかに十分に先進国だけでなく発展途上国に
も供給するか、という問題を悪化させると考えられる。
　本研究は、以上の社会問題を背景として、食料・食品の安全性に関する情報が非対称である
ことに起因してリスクが生じる場合、消費者の安全を確保しつつ、食料・食品貿易に際する国
際的な摩擦を極力小さくするための政策や、食料の安定的な供給を保障するための政策を、経
済理論に即して導くものである。また本研究では、単独政策だけでなく、複数の政策からなる
複合政策についても、分析を行う。

情報の非対称性の下での食品貿易・経済成長と国際食料価格

食品貿易，国際食料価格，食の安全，食料安全保障，経済成長

TEL.054-264-5442

経営情報学科　沖本 まどか
●連　絡　先

・理論分析、特に貿易論を専門としています。
・輸入食品の安全性と国際食料価格について、研究を行っています。
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　経営活動のグローバル化の進展に伴い、国際市場でビジネス展開を図っている多国籍企業
にとって、進出先国の人材をいかにマネジメントし、グローバルな競争優位を構築するかとい
うことが喫緊の課題となっています。特に、日本企業は進出先国の現地人材、特に経営幹部層
以上のマネジメントに苦戦しているといわれています。国際人的資源管理、タレントマネジメ
ントの視点から、多国籍企業（製造業、サービス業）を対象に研究を重ねています。直近の研究
テーマは、新興国市場における日系多国籍企業のタレントマネジメントです。

研究成果
笠原民子（2016）「第7章国際人材育成」（pp.104-120）、「第8章国際報酬」（pp.121-136）、「第
10章国際労使関係」（pp.152-168）、『国際人的資源管理』関口倫紀、竹内規彦、井口知栄編著、
中央経済社。
Kasahara, T. (2016) “Omission from Talent Pool? Challenges in Japanese Companies’ Global 
Talent Management” pp.1-42, presented at the Annual Conference of AIB (Academy of 
International Business), Sheraton New Orleans, Louisiana, USA, 29 June 2016.
笠原民子（2014）『日本企業のグローバル人的資源管理』白桃書房。
※本研究成果は科学研究費補助金（研究成果公開促進費：学術図書）の出版助成を受け出版さ
れたものである。また、第6回2014年度多国籍企業学会単行本の部学術研究奨励賞を受賞。
笠原民子（2013）「日本企業における経営現地化の諸課題：HRMシステム改革の重要性」『ア
ジア経営研究』No.19,pp.99-110（査読付き）。
笠原民子・西井進剛（2013）「知識集約型企業のグローバル人的資源管理」『多国籍企業研究』
第6号，pp.19-41（査読付き）。

●連　絡　先

国際経営，国際人的資源管理，グローバルタレントマネジメント

TEL.054-264-5435　FAX.054-264-5435

経営情報学科　笠原 民子

国際経営，国際人的資源管理，グローバルタレント
マネジメント

海外子会社が抱えている人材マネジメント上の課題、また、海外派遣者に関わるマネジメン
ト上の課題等について知見を共有し、何らかの解決策を提示できればと願っております。
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　「人口減少社会」という待ったなしの状況で、公共部門はどういった役割を果たすべきか？

　今までの公共政策は、人口増加・経済成長を想定したいわゆる右肩上がりの社会を想定し
た上で計画、実行されてきた。しかしながら、そこで得られた様々な示唆（公共政策の効果、
効率的な施行方法など）は、今後日本が直面する人口減少社会には当てはまらない。右肩下
がりの社会における公共政策のあり方を議論する必要がある。

　近年、地方農村部の過疎化・高齢化による限界集落の問題がマスコミで取り上げられるよ
うになってきた。これはまさしく人口減少社会が今後直面する問題であり、地方のコミュニ
ティを維持するにはどうするか、そもそも維持すべきなのか、また限界集落における公共投
資の効率性に関する問題をどうとらえるか、などといった深刻な問題を内包している。

人口減少下の公共政策

経営情報学科　経営情報イノベーション研究科　岸 昭雄

人口減少社会，公共政策

TEL.054-264-5445　FAX.054-264-5445●連　絡　先
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　経営学の観点から、女性が活躍するための職場づくりや組織のマネジメントについて研究
している。企業における女性の活躍は日本は他国に比べて著しく後れを取っているが、大きな
課題は、出産・育児と両立しながら就業を継続することが難しいというものである。その原因
は、女性個人の就労意欲は高いにも関わらず、長時間労働を評価する組織文化等の職場の「働
き方」の問題であることが明らかになっている。優秀であるにも拘らず、職場環境が原因で育
児と業務責任を両立させる自信（効力予期）を持てない女性は、適応するために意欲を下方修
正したり離職したりする。しかしながら、育児休業期間を利用した経営能力開発トレーニング

「育休プチMBA」での実践を通じて、①女性の意識・態度・行動変容、②管理職の意識・態度・
行動変容、③この2つを支える職場環境や人事制度の整備、の3点によってこの経営課題は解
決されることが明らかになりつつある。なお研究成果の社会還元を目的として株式会社ワー
クシフト研究所（静岡県立大学認定ベンチャー）を2015年に立ち上げた。

育休プチMBAの様子

経営情報学科　国保 祥子

女性活躍，女性管理職の育成，制約人材，ソーシャル・イノベーション，
ソーシャル・ビジネス，組織マネジメント，組織行動，育休プチMBA，経営学

女性活躍のための制約人材マネジメント

・女性従業員向けの能力開発、意識変革トレーニングの提供・管理職向けのマネジメント
能力トレーニング・女性が活躍できる職場づくりのための組織コンサルティング
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　米国型の単一モデルは構造的・文化的要素を押し切れると勘違いしましたが、逆に日本で
は構造的・文化的要素への固執が転換・飛躍の障壁となっています。競合する資本主義の中
で組織は多角性を競い合った方が健全です。それ故、双方の長所・短所を理解してハイブリッ
ド化することが必要となるのではないでしょうか？
　ハイブリッドの可能性を業種・業態の類似性から探るとともに、ハイブリッドが可能でな
い「ナショナル・バウンドリー」を定義することによって、ハイブリッド化の領域をより明確
にしようと思っています。これは日米の企業犯罪などに表れる文化的・商慣習的側面など、外
部圧力では変化しない領域を研究・検証して行おうとしています。（この研究はカナダ・英
国の研究者と共同で行っています。）
　これにより、ハイブリッド化が可能な領域、そして不可侵の領域が明確になり、他ガバナン
スの一部導入の可能性を追求することが可能になると考えています。

ガバナンスのハイブリッド化：日本型ガバナンスによる米国型の一部導入

経営情報学科　竹下 誠二郎

ハイブリッド，ガバナンス，日本型，非リベラル，米国型，
リベラル

TEL.054-264-5423　FAX.054-264-5423

・米国型ガバナンスと日本型ガバナンスは必ずしも対立するものではない
・双方の長所・短所、そしてハイブリッド化が可能な領域と不可能な領域を理解することが必要
・ハイブリッド化により、他ガバナンスの一部導入が可能となり、生産性・効率性が高められる

●連　絡　先
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　本研究は、観光客の利便性と回遊性を向上させる観光リソースの配置候補地を選定する技
術を確立し、観光振興計画策定支援、オープンデータ利用促進などを実現する汎用プラット
フォーム技術の構築を目的とする。具体的には、観光地オープンデータ、SNSデータ、道路網
データなどを入力とし、複雑ネットワーク解析技術を用いて、デジタルサイネージ、Wi-Fiス
ポットなどの観光リソースの適切な配置候補地を選定する技術を確立し、実際にWi-Fiスポッ
トを静岡市に配置して有効性を確認する実証実験を行う。本研究は、地方自治体、地域通信事
業会社、地元産業などでの観光リソース活用政策・計画の策定を支援することにより、観光に
おける集客力増強を実現と、オープンデータの利用と登録を促進する。

本研究はICTイノベーション研究センター活動として取り組んでいます。

経営情報学科　武藤 伸明
TEL.054-264-5242

オープンデータとSNS解析による静岡県観光リ
ソース活用支援技術の研究

●連　絡　先

観光リソース，オープンデータ，施設配置，組合せ最適化，
社会ネットワーク分析，複雑ネットワーク
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経営情報学科　武藤 伸明
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　東海地震等の巨大災害に備えて、1999年から大学の安否情報システムの開発に取り組んで
いる。現在は防災情報システム関連として下記の4つの研究を行っている。
（1）安否情報システム

　大規模災害時には安否確認が不可欠であり、対災害性の高い安否情報システムが求め
られている。新たに開発したクラウド型安否情報システムの運用と改良を行っている。

（2）災害情報共有システム
　東海地震ドットネットシステムを開発し、実運用することにより災害ボランティア関
係者の情報共有の促進を目指している。

（3）防災支援アプリケーション
　南海トラフ巨大地震などの被害を軽減するため、近年急激に普及しているスマート
フォン向けの防災支援アプリケーションを開発している。

（4）自立型防災通信ステーション
　太陽電池による自立型電源と衛星インターネットを利用した防災通信ステーションを
開発している。 

自立型防災通信ステーション

防災情報システム

経営情報学科　湯瀬 裕昭

BCP，防災情報システム，安否情報システム，
防災支援アプリケーション，南海トラフ巨大地震

TEL.054-264-5448　FAX.054-264-5448●連　絡　先

本研究はICTイノベーション研究センター活動としても取り組んでいま
す。
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経営情報学科　渡邉 貴之
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　ペリネイタル・ロスとは、流産、死産、新生児死亡など、周産期の子どもの喪失をいう。ニーズに即した
ケアを構築するため、体験者である女性たちとの協働による研究。また、ケア提供者である看護者への教育、
セルフヘルプ・グループの運営を中心とした実践活動など、教育、実践を統合したアプローチである。
　当事者の声からケア・ニーズを明らかにした質的研究は、日本助産学会20周年記念論文優秀賞受賞（2006
年）。2004年9月、セルフヘルプ・グループ「天使の保護者ルカの会」（聖路加看護大学看護実践開発研究セ
ンター内）を設立し、代表を務める。

　死産・新生児死亡は、年間３万件と自殺よりも多く、母親やその家族に大きな悲嘆、時にはPTSD（外傷後
ストレス障害）を引き起こすなど、母親や家族の精神的健康に及ぼす重大性からみても、おざなりにできな
い健康問題である。しかし、日本においては、隠蔽、子どもの存在の否定などの文化的背景により、これまで、
入院中や退院後の生活において、母親は大きな苦悩を背負わされてきた。一方、看護師や助産師などのケ
ア提供者への教育は、個人の努力に任せられている部分が大きく、教育体制は貧弱であると言わざるをえ
ない。そのため看護者は、ケアに関する知識が十分でなく、教育・訓練の場も乏しいことから、母親を避け
る、無意識に母親を傷つける状況が存在していた。以上のことから、体験者のニーズに即したケアの構築、
看護者の教育などの課題に対して、以下の側面から研究を行っている。

1 ．ペリネイタル・ロスのグリーフケアの構築　
　１）入院中のグリーフケア　　
　＊ケア・ニーズの分析　　
　＊ 聖路加看護大学ペリネイタル・ロス研究会のメンバーの一人として、ケアに必要なキット（天使キット）

や冊子を開発。　
２）退院後のグリーフケア　　
　＊ セルフヘルプ・グループ「天使の保護者ルカの会」の設立と運営

2 ．看護者への教育　　
　＊看護者の教育ニーズの分析　　
　＊ インストラクショナルデザインを用いた看護教育プログラ

ムの開発と評価

　ペリネイタル・ロスに対するグリーフケアは、欧米においては
1980年代から取り組まれてきた。しかしながら日本においては、
ケア構築の途上にあり、ケアのガイドラインも存在していない。
一方、ケア提供者向けの系統的な教育プログラムも、これまで、
日本には存在していなかった。ケア内容を構築し、看護者の教
育プログラムを開発することで、我が国のペリネイタル・ロスの
ケアを全国に普及していきたいと考えている。
　• 「母親のケア・ニーズに関する研究」新聞掲載（毎日新

聞,2006.12.28）
　• 「天使の保護者ルカの会」新聞掲載（朝日新聞,2004.9.24、

2004.10.3、2008.11.2） （毎日新聞,2007.1.24）（日本経済新
聞,2006.6.28）

　• 「ケアに必要なキットと冊子の開発（共同研究）」新聞掲載（朝
日新聞,2008.11.21）

＜天使キット＞　亡くなった赤ちゃんとの思
い出づくりのために使うボックス。市販では
購入できない小さな赤ちゃんの着物やお布団、
小冊子がセットになっている。ボックスには、
写真、足型・手形、髪の毛、爪などの赤ちゃん
の遺品を取るキットやメッセージカード、友
人に知らせるときに使えるカード、以前に赤
ちゃんを亡くした母親が手づくりしたぬいぐ
るみなどが入っている。

●連　絡　先

看護学研究科（母性看護・助産学）　太田 尚子
TEL.054-202-2910　FAX.054-202-2910

ペリネイタル・ロスのケアに関する研究

ペリネイタル・ロス，死産，新生児死亡，死別，グリーフケア，セルフヘルプ・グループ，
助産教育，教育プログラム，インストラクショナルデザイン

������ ����� ���

����������������
����������� �� ��
�� � � ���������������� ����������������

����������������������
������������������������
����������������������

�����

�
�
�
�



� ������ �������

�������������������������������
����������������������

����������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

��������������

���������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

������

�� � � ����������������

�����������������������������������

�����������
����������� ��� ��

����������������
���������������

�����

��������������������������������������������
�������������������������������������
�������

����
����

�
�
�
�



������ ����� ���

�����������
��������������������

��������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

��

����������

�������������

������������������������������

��������������������������

��������

��������������������������������������������

���������������������������������������

�����������

����������������������������������������

��������������������������������������

����������

����������������������������������������

�������������������������������������������

������������������������������������������������

������������

���������������������������������������

���������������������������������������

�����

�����������
��������������� ��
�� � � ����������������

����������������������������������

���������������

�����

��������������������������������������
����������������

����
����

�
�
�
�



� ������ �������

����������������������

���������������������������������������

���������������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

���������������������������������������

������������

����������������������������������������������

������������������������������������������

����������������������������������������

�������������������������������������

�� � � ����������������

�������������������������������������

����������� �� ��

�����������������

�����

������������������������������������
������������������������������������
��������

����
����

������������������������������������

��������������

�
�
�
�



研究シーズ集 2017-2018184

看
護
学
部

　いかにして幸福で生きられるのかは、全ての人びとの関心ごとといえるでしょう。こうした
課題に対し、「働くこと」と「コミュニティ」の概念を再考する研究を行っています。コミュニ
ティとは何か、人とのつながりとは何か、働くとは何か、こうした問いを立て、成熟した社会の
あり方について提起しています。
　著書『3.11後の労働のデザイン―表現と労働の関係性を探る―』双風舎、2014年

・働くこと、コミュニティ、他者との関係性を主題としたワークショップ
等に対応できます。

労働，コミュニティ，社会デザイン，質的研究

TEL.054-202-2657

看護学科　佐藤 瑠美
コミュニティの連帯の概念，人間の労働／生の在り方

●連　絡　先
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護
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部TEL.054-202-2944●連　絡　先

看護学科　田中 範佳

看護の実践に寄与するデザイン学による看護・医療
用具の開発
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　ドメスティック・バイオレンス（DV）とは…身体的な暴力に限らず、馬鹿にされる、無視さ
れるといった精神的な暴力、友人や知人との付き合いを制限されるといった社会的暴力など
の暴力を用いて、相手をコントロールすることを言います（パワーアンドコントロール）。
【研究着手の背景】
１． DVによる女性への影響：身体的な暴力による怪我にとどまらず、高血圧や糖尿病、心臓血

管系の身体的健康障害、睡眠障害や不安、うつ病といった精神的健康障害と関連していま
す。（Wathen &Macmillan, 2013;WHO, 2013 ）.

２． DVによる子どもへの影響：子どもの問題行動、多動、不安、学習困難などの比率が著しく
高いことが明らかになっています。（Levendosky, Bogat, &Martinez-Torteya, 2013）。ま
た、DVは、子ども虐待にあたり（子ども虐待防止法）、DVのある家庭では、子どもへの虐待
発生を70％増加させます（Tajima,2000 ）。

３． DVの世代間連鎖という大きな社会問題が潜在化しています。（Fredland, McFarlane, 
Symes and so on., 2016）。

【研究テーマ】
１）思春期からのDV予防啓発（中学・高校におけるデートDV予防教育）に関する研究
２） 妊娠～子育て期におけるDV被害者支援のための早期発見支援システムの構築に関する研究
３）DV被害を受けた母子の回復を促すプログラムの開発
４） 性暴力被害者支援看護師（SANE）の育成および他職種連携支援システム（SART）の構築に

関する研究
５）院内助産システム（助産外来・院内助産）の標準化に関する研究

●連　絡　先

暴力を受けている女性や子ども等、いかなる状況にある母子が支援を求
めやすい助産師、看護師のケアや支援方法の検討、母子の心身の回復を促
すケアシステムを構築する研究に取り組んでいきたいと思っています。

ドメスティック・バイオレンス，デートＤＶ，子ども虐待，
性暴力被害者支援，子育て支援，女性の健康，助産外来，院内助産

TEL.054-202-2911

看護学部（母性看護学）・看護学研究科（助産学）　藤田 景子

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）及び子ども
虐待と被害を受けた母子の回復支援に関する研究
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　乳がんは、女性のがんの中で年齢調整罹患率 第1位を占め、女性にとって罹患しやすいがん
の1つだといえる。その治療は複数の方法を組み合わせて行うが、多くの場合、手術療法は必
須となる。乳がん手術を受ける女性は、がんに罹患した衝撃を受けながら、手術の術式を自ら
意思決定し、乳房の変形あるいは喪失を受け入れていかなければならない。その中にはボディ
イメージや自己像の否定的変化、落ち込みやうつを感じる女性もいる。
　私は看護師として、このようなさまざまな想いを抱く多くの女性に出会い、自身も悩みなが
ら関わってきた。こうした経験に基づき、手術を受ける乳がん女性へのサポートについて探究
している。現在は、近年、乳房喪失への対応の1つとして注目されている乳房再建術に焦点を
あて、再建術を受けるか否かの意思決定や手術に伴う体験をテーマとし、看護師の役割につい
て検討している。

昨今、がんを抱えながら働く女性は大勢いらっしゃいます。微力ですが、
少しでもそうした皆様のお役に立てたらと考えております。

看護，乳がん，手術，意思決定

看護学研究科　山田 紋子
手術を受ける乳がん女性への看護に関する研究
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　作家が異性の筆名を使用する意図を探ることは、作家個人のジェンダー意識を解明する手
がかりとなるだけでなく、その行為を歴史的、社会的文脈に置くことによって、作品解釈の深
化をもたらす可能性をもっています。ウィリアム･シャープ（1855-1905）は、本名に加えて多
数の異名の下に執筆を行ったスコットランド出身の作家、批評家であり、特にフィオナ・マク
ラウドの名における、ケルト文芸復興との関わりによって知られています。10年以上にわた
りマクラウドを名乗って文筆活動を継続しただけでなく、実生活でマクラウドのペルソナを
構築して人々と交流したシャープは、異性を装った男性作家の代表的存在といえます。シャー
プをはじめとして、イギリスやアメリカで男性作家たちが女性名を用いた事例に着目し、その
経緯や背景を辿るとともに、女性名で発表された作品や、それらに対する批評を分析して、異
性名使用の効果について考察しています。近年は、明治から昭和期にかけての日本でのシャー
プ／マクラウド受容にも関心をもっています。

ウィリアム・シャープ／フィオナ・マクラウド，筆名，ジェンダー，
ケルト，イギリス文学，スコットランド文学

一般教育等　有元 志保
男性作家による女性の筆名使用事例の研究
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　研究の進展とともに病因は解明され予防法が開発されているのに，むし歯はなぜ撲滅でき
ないのか？おそらく「理論が正しくても，行動変容を伴わなければ，成果に結びつかない」から
です。そこで，行動科学的視点を忘れずに「むし歯予防」の研究に従事してきました。日本人小
児のむし歯を世界一少なくするためには，その「感染症」的側面に介入する必要があると考え，
妊婦に対しキシリトールを用いてむし歯菌の母子伝播予防効果を検証するための無作為化比
較研究を5年間実施し、その成果を歯科で権威ある国際雑誌に掲載しました。最近の
Systematic review論文においてサーチされた1078本の関連論文の中で、ファイナリスト2本
の中に自分の論文が選ばれていました。科学的根拠として高い評価を得たことを励みにして、
現在は，齲蝕誘発性の観点で食事因子（ショ糖摂取）を分析しています。

【歯科医療者向け書籍】
仲井　雪絵　著

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防」
㈱オーラルケア　発行

【一般の方向け書籍】
仲井　雪絵　著

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防
～ママになる前からできること～」

㈱オーラルケア　発行

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防」と題した最先端の齲蝕予防に
関する講演を、国内外で70回以上開催しています。

妊娠期からの口腔保健，マイナス１歳から始めるむし歯予防，乳幼児歯科保健，
キシリトールを用いた齲蝕制御，食基盤型予防戦略，歯科恐怖，
Food Frequency Questionnaire，ペインコントロール，行動科学

TEL.054-202-2686　FAX.054-202-2686

歯科衛生学科　仲井 雪絵

子どもの口腔健康に関するスペシャリスト
―疫学から無作為化比較研究まで―

●連　絡　先
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　マトリックス・メタロプロテアーゼ（MMP）は、生体において、コラーゲンをはじめとする
細胞外マトリックス（結合組織）の成分を分解することができる、タンパク質分解酵素です。
MMPは、生理的な、発生、成長における組織の再構築において重要な役割を演じています。一
方で、MMPは様々な疾患の進展に関与しています。ティッシュ・インヒビター・オブ・メタ
ロプロテアーゼ（TIMP）は、MMPの活性を阻害し、活性を精密に制御できる、生体由来のタン
パク質です。歯周病、リウマチ性関節炎、悪性腫瘍の転移などにおいては、MMPとTIMPのバ
ランスが崩れていることが明らかにされています。このメカニズムの詳細な研究とそれに基
づいた疾患の予防や治療をめざした研究を行っています。

•

•

MMPs

MMPs

TIMPs

TIMPs

近年、歯周病は全身にも影響を及ぼすことが明らかにされてきました。歯
周病の病因、予防、治療の研究はますます重要視されてきています。

歯周病，マトリックス・メタロプロテアーゼ（MMP），TIMP，
コラーゲン

歯科衛生学科　吉田 直樹

歯周病の病因と予防の研究｛マトリックス・メタロ
プロテアーゼ（MMP）を中心に｝
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　避難行動や避難生活において、高齢者、障害者、子どもなどの要援護者支援は地域の喫緊な
課題であるが、具体的な支援策に結びついていない。「自助」には限界があり、「共助」の関係
性が弱まり、「公助」も一向に進まない中、要援護者が大規模災害時に取り残されることをま
た繰り返すことになりかねない。本研究は、地域住民主体で支え合う福祉避難所の設置及び運
営を考察し、多層的なネットワーク支援による要援護者支援体制を構築するものである。普段
からの関係性を活かした共助が要援護者の命を救い、生活を支えることを中心に、地域での自
助・共助・公助が機能する支援モデルを考察・検証する。平常時から顔の見える関係や地域
の福祉力が災害時に力を発揮する地域支え合い支援は、より豊かで安心できる地域づくりに
貢献することが期待できる。

具体的な地域での要援護者支援の体制づくりを目指します。
普段の住民同士の関係強化や地域福祉力の向上が期待できます。

災害時要援護者，福祉避難所，地域福祉力，
多層的ネットワーク支援，地域づくり

●連　絡　先 TEL.054-202-2685　FAX.054-202-2685

社会福祉学科　江原 勝幸
地域支え合い災害時要援護者支援モデルの構築
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　遊び（Play）の力によって病児や障害児とそ
の家族を支援する専門職ホスピタル・プレイ・
スペシャリスト（Hospital Play Specialist;HPS）
について、「セラピューティックな遊び、遊び
を使った子ども支援方法の研究及び実践」、

「ホスピタル・プレイの価値創造」、「小児医
療におけるHPSの専門性確立」を中心に教育
研究を行っています。
　学術的な領域から子どもにやさしい医療を
実現するための課題を明らかにするととも
に、小児医療に関わるあらゆるプロセスにお
いて遊び本来の力が発揮されるための研究と
実践を積み重ねていきます。
　平成19年度より開講しているHPS養成講
座では、平成26年度末までに129名の修了生
を小児医療機関、福祉施設などに送り出して
います。子どもにやさしい治療を実現する
HPSの養成教育は、平成24年度に実施された
独立行政法人日本学術振興会の調査の結果、
特に優れており波及効果があると認められま
した。また、平成25年度文部科学省の「大学に
おける特色ある教育事例の把握等に関する研
究調査」において全国42大学の特色ある教育
事例として選出されています。平成27年度に
は、週末中心に開講するHPS養成週末講座を
パイロット事業として新たに実施することと
なりました。その結果を分析評価し、HPSの専
門的な視点、知識、技術を学ぶ新たな機会を提
供していきたいと考えています。

・HPS養成講座（平成19年～）・HPS養成週末講座（平成27年～）の開講
・静岡市障害者歯科保健センターとHPSのチームによる、障害児・者に対するや
さしい歯科治療を実現するための協働事業の展開
・静岡市児童相談所におけるプレイセラピーを使ったアドバイザー業務担当

ホスピタル･プレイ，Hospital Play Specialist，病児，
プレイ･セラピー，対人援助

TEL.054-202-2653　FAX.054-202-2653

社会福祉学科　松平 千佳
ホスピタル・プレイによる病児・障害児の支援及び対人援助

●連　絡　先
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こども学科　小林 佐知子
乳幼児期の子育て支援・発達支援のための心理学的研究��������������������
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　これまでに、「鑑賞学習指導に関する全国調査の実施と分析」や「鑑賞学習ルーブリックの
作成と活用」、「鑑賞学習指導の教材開発」に関する研究等に取り組んできました。現在は、「美
術鑑賞学習のルーブリック評価と授業モデルの普及に関する実践的研究」（平成29・30・31
年度文科省科研費基盤研究(B)、研究分担者、課題番号：17H02698、研究代表者：新関伸也）
に取り組んでおり、ルーブリック評価を活用した鑑賞学習の授業モデルの普及をめざして、国
内外の研究者や実践者と共に研究を進めてい
ます。
　また、「生命」をテーマとした石彫作品の制
作と発表も行っています。作品を見て鑑賞す
るだけではなく、手で触れて鑑賞する授業を
小学校や中学校などで実施し、鑑賞活動から
表現活動へとつなげていく教育及び研究を展
開しています。

年長児を対象としたワークショップ
『みて かんじて つくって あそぶ』

小学生を対象としたワークショップ
『色砂をつくって、砂絵を楽しもう』

石彫作品 『大地の芽－’12』
（H135×W360×D165 cm／六方石）

●連　絡　先

美術教育における表現活動と鑑賞活動に関する実践
的研究

こども学科　藤田 雅也
TEL.054-202-2687

美術教育，幼児造形教育，図画工作科教育，美術科教育，鑑賞学習指導，
表現と鑑賞，授業づくり，ワークショップ，石彫制作

幼児や児童を対象とした造形ワークショップ及び実践研究会などで講師を務め
ることができます。保育・教育現場や美術館との連携による取り組みも可能です。
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